
ICT活用についての調査研究事業 

参考資料 





出典：経済産業省「平成２７年度我が国経済社会の情報化・サービス化に係る基盤整備（水道事業におけるＣＰＳ（サイバーフィジカルシステム）実装のための 
           調査研究）」を一部加工 

Ｓｔｅｐ１ 現在～数年後の姿 Ｓｔｅｐ２ １０年後の姿 Ｓｔｅｐ３ ２０～３０年後の姿 
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職員の自然減 技術継承・人材育成 

広域化の検討 

設備の老朽化 

小規模水道の統合 

規模適正化の検討 
広域的管理 
官民連携 

施設の統廃合 

経営基盤強化 

見える化 

設備状態データ化 

運転・維持管理データ化 

ＬＣＣを考慮した効率
的な資産運用 

ビジュアルマニュアル 

遠隔監視制御 

最適な水運用 
（需給変動への対応、災害への対応） 

水質の自動管理 
（水質変化への対応） 

遠隔監視 

見える化 

設備状態データ化 

運転・維持管理データ化 

劣化予兆診断 

ICTの活用① （水道事業の広域化の促進） 

1 



社会インフラ分野でのIoT活用のための基盤整備実証プロジェクト 

標準化に対するモチベーション 

 広域化の促進、ベンダロックインの解消、調達の自由度向上、運用・保守費の低減、
機能／設備拡張容易性の確保といった効果が期待できる。 

実証システム：効果評価用ツール 
標準API 

標準インタフェース 

データレイク 

水質管理 
アプリ 

水運用 
アプリ 

集中監視制御 
アプリ 

資産運用 
アプリ 

予兆診断 
アプリ 

共通部品 
KPI測定モジュール 

AI、ディープラーニング 

システムX A社製 
設備 

B社製 
設備 

C社製 
設備 システムY 

変換機能 変換機能 変換機能 変換機能 変換機能 

他の 
プラットフォーム 連携 

他プラットフォーム等との連携機能 

標準化による連携イメージ 

経済産業省委託事業 2016年7月29日（金）  
第1回 水道CPS/IoT検討委員会 資料１より抜粋 
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